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錠取付け用フックとキャップを取付けます。
（必要なネジ…小ネジ 1個）

雨のあたる軒下や屋外には設置しないでください。
庫内の温度や湿度の上昇を防ぐため、直射日光の
あたらない場所に設置してください。
水平で安定した場所に設置してください。
保管庫の下にコンクリートブロック（6個）などを敷
き、底面の通気を良くしてください。
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庫内の湿度上昇による結露・カビなどの発生を防ぐ
ため、必ずお守りください。

お願い
設置する面が土やコンクリートでできた湿気が
こもりやすい納屋などは庫内にカビが発生する
原因になることがあります。
地面にシートや板などをスキマなく敷き地面か
らの湿気を防ぎ、更にコンクリートブロックな
どを敷いて底面の通気を良くしてください。

保管庫の側面や背面は壁とスキマをあけ、保管庫
周囲の通気を良くして、外気からの熱の影響を受
けないようにしてください。

●

RS-D341Z3V

内側に 6の番号表示があります。

米の品質保持・防虫のため、米・米袋は良く乾燥させ
てから保管してください。できるだけ新しい袋をお使
いください。
もみすり直後や乾燥直後などの玄米は、玄米の温度が
下がってから保管してください。
野菜など湿気の出るものと米を一緒に保管しないでく
ださい。
米を保管するときは、
庫内の通気を良くす
るために側面や背面
と米袋の間にスキマ
をあけてください。
保管庫周囲の温度変
化が大きいときや梅雨の時期	、霧・霜・雪の影響で保
管庫周囲の湿度が高くなる時期には、庫内の湿度が高
くなり、カビ・結露の原因になります。そのため時々
庫内を確認し、湿気がこもっている場合は、別売品の
除湿シートなどを入れて湿気を取ってください。
米袋を出し入れするときは、側面の断熱材を強くこす
らないでください。
扉は閉めた後、ストッパーを必ずロックしてください。
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錠取付け用フックを側面（左）の角穴に差し込み、小ネジで固定します。
キャップを底板の穴へ差し込みます。（2ヵ所）

本体後側から、背板の下側をネジで固定します。（3ヵ所）
上扉に上扉クッションをネジ（長）で固定します。
扉を開け底板の上に下敷をのせます。

キャップは浮きがないようにしっかり押し込んでください。

5 6 扉に錠取付け用フックを取付けます。
（必要なネジ…小ネジ 1個）

錠取付け用フックを扉の角穴に差し込み、小ネジで固定します。

本体を起こします。
ストッパーを左側にスライドさせます。
扉を本体にはめ込み、ストッパーを右側にスライドさせます。
扉を側板（右）に押し付けながら、蝶番を側板（右）にネジで
固定します。

扉のスキマ調整について設 置 に つ い て 

●
●
●

背板を固定し、上扉クッションを取付けて下敷を入れま
す。（必要なネジ…ネジ 3個、ネジ（長）2個）8扉を取付けます。

（必要なネジ…ネジ 4個）7
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ご注意

米 の 保 管 方 法
設置後、扉の開閉を確認してください。扉が天
板や底板にあたるときは、底板の下に薄い板な
どを差し込み、調整してください。



（内側に 6の番号表示があります。）

おそれ

●  組立ては、部品に表示されている番号の順に行います。

底板を 1の番号表示が上側となるように床に立てます。
側板（左）を底板へ差し込みネジで固定します。（2ヵ所）
側板（右）を底板へ差し込みネジで固定します。（2ヵ所）

組立ての前に部品と数量をご確認ください。
（部品に表示されている番号を参考にしてください。）

番号表示の
 ある面が内側 

番号表示の
ある面が内側
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